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＊文化財防災センター HP より転載

いしかわ歴史資料
保全ネットワーク

能登半島地震 ・ 豪雨と

いしかわ史料ネット

 いしかわ歴史資料保全ネットワーク（略称：いしかわ史料ネット）

は、2024 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震を受け、同年 3月 1 日に

大学教員・市町文化財担当者・県内博物館／資料館学芸員を中心に設

立しました。金沢大学に事務局を置き、現在、正会員・サポート会員合わせて約 60 名が参加しています。

 能登半島地震・豪雨の被災資料レスキューは、国立文化財機構文化財防災センターが中心となって行われている

ことが、これまでのレスキューと異なるところです。文化財レスキュー事業の枠組みの中で、各市町の文化財担当

者と連携しつつ、センターのレスキュー活動に協力してきました。

  また、歴史資料ネットワーク・国立歴史民俗博物館と県内の博物館／資料館を繋いで、下張りはがしワークショッ

プを開催したり、レスキュー史料の整理作業を進めています。
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第 12 回全国史料ネット研究交流集会 in 高知（2026.1.10-11）

 輪島市輪島崎町でのレスキュー

2024 年 6 月 6 日、2025 年 7 月 11 日～ 13 日のレス

キューの様子。膨大な輪島塗の箱。文化財防災セン

ターによる能登各地でのレスキューに、いしかわ史

料ネットから毎月数名が参加してきました。

被災資料は、石川県が確保した一時保管場所に保

管されています。なお、2025 年 8 月以降、レスキュー

のとりまとめは石川県文化財課が担当しています。

被災史料のレスキュー

歴史資料を救出する

救出した史料の整理

襖の下張りはがしワークショップ

 歴史資料ネットワークと連携

 によって救出した史料の整理

2025 年 10 月から、石川県立歴史博物館

で志賀町の F家文書の整理も進めています。

この文書群は、歴史資料ネットワークに寄

せられたレスキューの要請をいしかわ史料

ネットに共有していただき、共同でレス

キューをしました。そうした経緯から、史

料整理にも毎回神戸から参加していただい

ています。

歴史資料を調査・保全し
未来へ伝える

 石川県立歴史博物館との連携

 によって救出した史料の整理

2024 年 8 月以降、月 1 回のペースで、

珠洲市蛸島の D 家文書の整理作業を石川

県立歴史博物館で行い、2025 年 11 月に概

ね整理を終えました。

続いて、七尾市塗師町の H 家文書の整

理に取り掛かりました。同家は、江戸時

代以来の呉服商で、1万点以上の文書が残

されていました。加賀藩領内に留まらず、

江戸・大坂をはじめ、全国各地との商い

に関わる文書が含まれています。

　2025 年 2 月 9 日に、歴史資料ネッ

トワークから講師にお越しいただ

き、石川県立歴史博物館で下張りは

がしワークショップを開催していた

だきました。下張りは、加賀藩の中

間支配機構である十村の貴重な文書

で、同館の夏季特別展「未来へつな

ぐ」でも展示されました。

活動を広める

←

　令和６年（2024年）1月 1日の能登半島地震により、石川

県内外は甚大な被害を受けました。そして、被災した家屋や

寺社には、その家や地域の歴史を伝える資料が多く残されて

いました。

　現在、復興は進められていますが、同時に、損傷した資料

が廃棄される危機に瀕しています。そのような中、石川県で

は能美市も学芸員を能登へ派遣し、資料を1点でも多く未来

へ残すべく、被災資料の救出活動を行っています。

　本展では、これまで救出されてきた大切な「守り伝える郷

土資料」をテーマに、能美市の旧博物館・旧歴史民俗資料館

時代から収蔵・保存されてきた資料についてご紹介します。

料
資
土
郷
た
れ
さ
出
救

料
資
土
郷
た
れ
さ
出
救

展
画
企

　石川県立歴史博物館

　でのレスキュー展

2025 年 7 月 26 日～ 8 月 31 日に石川県立歴

史博物館で開催された「夏季特別展　未来へ

つなぐ―能登半島地震とレスキュー文化財―」

に協力しました。地震発生以来、全館あげて

積極的にレスキュー活動をされている同館で、

1年半の活動が紹介されました。同館では、被

災した文化財とともに、避難所の資料なども

レスキューしています。特別展では、レス

キューの現場に立った学芸員の率直な心情も

紹介され、大きな話題を呼びました。

　能美ふるさとミュージアム

　でのレスキュー展

2025 年 1 月 19 日～ 4 月 27 日（好評に

つき約 1か月間 期間を延長して開催）に能美

市の能美ふるさとミュージアムで開催さ

れた「企画展　救出された郷土資料～文

化財を未来へつなぐために～」に協力し

ました。能登地域のみならず、加賀地域

でもレスキュー展が開催されることで、

文化財レスキュー事業や歴史資料の保全

について、多くの市民に知っていただく

機会になりました。

　文化財レスキューポスター写真展

　2025 年 2 月 10 日～ 3月 31 日にかけて、能登地域各地

で文化財レスキュー活動を紹介するポスター写真展を開

催しました。能登文化財保護連絡協議会および能登 9 市

町の協力を得て、いしかわ史料ネットが企画したもので

す。公民館や生涯学習センターなど、地域の皆さまが集

まる場所にポスターを設置し、

文化財の保護・継承について

思いを寄せていただける機会

になりました。

展示室入口の様子

観覧無料で開催されました

ワークショップ等での

作業で現れた下張り文書

がそのままの状態で展示

されました

地域住民の手によって作られた

避難所の掲示・貼紙

県立歴史博物館との連携に

よって救出された珠洲市 D家

文書から発見された絵図

明治～昭和初期の定置網漁の

様子を伝えています
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